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I. 「2008年 G8サミットに向けて日本の市民ができること」
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国際会議＆シンポジウム 

「2008 年Ｇ８サミットに向けて日本の市民社会ができること」 

当日プログラム 
 

日  程：2007 年 10 月 14 日（日） 午前 10時 00 分～午後 16時 30 分 

会  場：女性と仕事の未来館 

主  催：2008 年 G8 サミット NGO フォーラム／（特活）国際協力 NGO センター（JANIC） 

助  成：国際交流基金 

司会：（特活）国際協力 NGO センター 事務局長 下澤 嶽 

10 時～ 開会のあいさつ 
 下澤 嶽  （特活）国際協力 NGO センター 事務局長 

10 時 05 分 
～10 時 25 分 

「2008 年 G8 サミット NGO フォーラム」ポジション・ペーパー（ドラフト）の発表 
星野昌子 2008 年Ｇ８サミットＮＧＯフォーラム 代表  

10 時 25 分 
～12 時 30 分 

アジア・アフリカからの声を聴く～貧困、環境、人権・平和問題の現状と課題 
 
１．「環境問題と貧困問題のつながり」 
ンジェリ・ワムコンヤ氏 国連環境計画（UNEP）アフリカ地域事務所  

技術・経済・産業課 エネルギープログラムオフィサー 
 

２．「アフリカにおける気候変動と貧困・開発問題のつながり」 
パパ・ンジャイエ氏 第三世界環境・開発アクション（ENDA）  

政策提言担当プログラム・オフィサー 
 

３．「アジアにおける気候変動：論点と課題」 
アンチャ・スリニヴァサン氏（財）地球環境戦略研究機関（IGES） 

気候政策プロジェクト上席研究員／マネージャー 
 

４．「南アジアの貧困問題～人権の視点から」 
アニル・シン氏  社会と農業開発のための南アジアネットワーク（SANSAD） 

事務局長  
 
質疑応答、意見交換 
 
ファシリテーター：鮎川ゆりか 2008 年Ｇ８サミットＮＧＯフォーラム 副代表 

12 時 30 分 
～13 時 50 分 お昼休み 

13 時 50 分 
～15 時 20 分 
 

分科会：ポジション・ペーパーに関する意見交換 
a) 環境ユニット「気候変動と開発」 
リソースパーソン：ンジェリ・ワムコンヤ 国連環境計画 アフリカ地域事務所  

アンチャ・スリニヴァサン （財）地球環境戦略研究機関 
鮎川ゆりか 2008 年 G8 サミット NGOフォーラム 副代表 

ファシリテーター：大林ミカ （特活）環境エネルギー政策研究所 副所長 
 
b) 人権・平和ユニット 
「南アジア－人権侵害としての貧困：日本のわたし達に出来ることは？」 
リソースパーソン：アニル・シン 社会と農業開発のための南アジアネットワーク 
ファシリテーター：森田明彦 人身売買禁止ネットワーク 運営委員 
 
c) 貧困・開発ユニット「貧困のない世界をめざして」 
リソースパーソン：パパ・ンジャイエ 第三世界環境・開発アクション 

舩田クラーセンさやか （特活）TICAD 市民社会フォーラム 副代表 
林達雄 （特活）ほっとけない世界のまずしさ 代表理事 

ファシリテーター：稲場雅紀（特活）アフリカ日本協議会  
国際保健分野プログラム・ディレクター 

15 時 20 分 
～15 時 30 分 

休憩 

15 時 30 分 
～16 時 30 分 

分科会の発表、全体総括 
ファシリテーター：大橋正明 2008 年Ｇ８サミットＮＧＯフォーラム 副代表 
              （特活）国際協力 NGOセンター 理事長 
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開会の挨拶 

 
（特活）国際協力 NGOセンター（JANIC） 

事務局長 下澤嶽 
 

本日はお集まりいただきありがとうございます。このシンポジウムは、2008 年 G8 サミット
NGO フォーラムと（特活）国際協力 NGOセンター（以下、JANIC）の共催で、国際交流基金の助成
を受けています。2008年に洞爺湖で開催される G8サミットに向けて、日本の市民社会ができることを
海外からのゲストを交えながら活発な議論をかわしたいと思います。 

2007年 1月 31日に「2008年 G8サミット NGOフォーラム（以下 NGOフォーラム）」を立
ち上げ、発足から 10ヶ月過ぎました。NGOフォーラムは貧困、環境、人権の団体が横断的に集まって
活動をするネットワークです。JANICは設立以来、NGOフォーラムの事務局を務めています。本日は
2008年の G8サミットの中間地点として、皆様にNGOフォーラムでまとめたポジション・ペーパーの
ご報告をいたします。海外からのゲストの皆様、参加者の皆様から、ぜひポジション・ペーパーに対す

るご意見をお伺いしたいと考えています。 
また、本日は千葉県知事の堂本暁子様にもご出席いただいているので、コメントを頂くことを

楽しみにしています。 
 
 

ポジションペーパー（ドラフト）の発表 

２００８年Ｇ８サミットＮＧＯフォーラム 

代表 星野昌子 
 

大勢のご参加、ありがとうございます。これだけの方々が、現在、地球上で起きている問題に

ついて、できるだけのことを尽くしたいと思っていらっしゃるのをうれしく思います。 
2007年 1月 31日に発足した NGOフォーラムが 2007年 9月 18日に第一期を終了した。第

一期の活動としては、設立記念シンポジウムの開催、ドイツサミットへの参加、ドイツサミット報告会

の開催、そしてマスコミや政府の方々へのアドボカシー活動などを行ってきた。その中でもメインの活

動として行ってきたのは、ポジションペーパーの作成である。ポジションペーパーという言葉に慣れな

い方もいらっしゃると思うが、どのような立場に立ってどのように考えていくかという、バックグラウ

ンドという形でとらえていただきたい。多大の勢力と時間をかけて練り上げてきた。 
本日はドラフトというかたちでポジション・ペーパーの中間報告を行いたい。今後も内容の改

訂を重ね、G8 サミットに向けて完成版を作成する予定である。完成版は、もっとコンパクトにまとめ
たいと考えている。 

NGO フォーラムの第一期の代表は私が務めてきたが、先日の役員選挙で第二期も引き続き私
が務めることに決まった。本日のシンポジウムはNGOフォーラムの第二期のキックオフでもある。2007
年 9月には、G8サミット市民フォーラム北海道が発足し、私も設立記念シンポジウムに参加してきた。
北海道との連携も非常に重要だと考えている。 
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今後の NGOフォーラムの運営は、資金調達をはじめとして様々な課題がある。成功はあるが
失敗もある。しかし、皆が力をあわせれば、大きな力になると思っている。日本社会において、提言活

動が、「貧困国に対する働きかけ」という認知は進んできているが、アドボカシーとしての認識はまだ

まだ低いと思う。2008 年を日本のアドボカシー元年とできるように、皆様のお力をお借りしたい。日
本の市民社会は混沌とした状況にある。しかし、イギリスの DAC の委員をしていらっしゃる方が、
「creative chaos（創造的な混沌）からしか本当の新しいものは生まれない」とおっしゃった時に、非
常に力づけられた。これから、本当の意味で何を創造していく事ができるかを考えていきたい。 

本日のシンポジウムでは、皆様の活発な討論をお願いしたい。 
 
 
 
第一部 ： アジア・アフリカからの声を聴く 

～貧困、環境、人権・平和問題の現状と課題 
 

 

１．「環境問題と貧困問題のつながり」 

ンジェリ・ワムコンヤ  国連環境計画（UNEP）アフリカ地域事務所  

技術・経済・産業課 エネルギープログラムオフィサー 
 
貧困と環境についてお話しをする。現在、貧困にあえぐ人はとても多く、アフリカでは 1日 1

ドル以下で 4億人以上の人が生きている。ジェンダーの問題にも十分な注意が払われていない。女性の
方がより深刻な貧困を経験している。環境も問題である。どこにいてもきれいな水へのアクセスは大事

である。人口も急激に増えている。また、雨水に左右される地域も多い。私たちは貧困というと、農村

部を中心に考えがちだが、それでよいのだろうか。ほかの天然資源はどうなのか。油田などで働く人々

はどうなのか、広く捉えるべきである。 
農業の生産性を高めることで、確実に生産性が高まるわけではない。工業化とサービス産業が

必要である。そうなると、近代的エネルギーが必要になる。そして、石油ベースのものが問題になって

くる。これらの環境に対する影響はどうなのか。水力発電はどうなのか。環境への問題で対応できない

ところが多い。23カ国が電力不足であるが、その理由は発電力不足や石油価格の高騰である。水力発電
などのオプションが、環境問題により使えなくなっており、ディーゼルを使わざるをえなくなっている。

それは環境からみて望ましいことなのだろうか。ほとんどの貧困の問題は解決できるのか。クリーンエ

ネルギーへの貧しい人のアクセスを考えなければならない。 
貧困＝農村部というイメージがあるが、それは貧困を測定する尺度が 1日あたりの収入による

からだ。しかし、農村部の人々は貨幣経済に頼っているのかどうかを考えるべきだ。また、農村人口は

かなり多いが、彼らは情報へのアクセスが限られているので、政治家は彼らの票を獲得するのが容易で

ある。家畜などは環境に依存している。また、環境は文化に依存している、家畜の数が多いほど、富ん

でいるとみなされる。生産性は問題ではない。それは人口増加にもつながっている。すると、農地の分

割が起こり、広い農園で生産することができなくなるのである。 
今現在、他の都市にも目を向けるべきである。むしろ、都市化は急激に進行しており、農村か

ら都市、つまりスラムに移ってくる人たちに注目すべきだ。スラムは不安定で、衛生状態がとても悪い。
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それは、健康状態の悪化につながっている。環境の観点から、これは問題である。また、天然資源への

依存もある。木炭などを使うことは悪影響をもたらす。また、彼らは法的地位をもたない。この影響も

考慮すべきである。これらの問題を放置することはできない。また、ここに住む人たちは容易に影響を

受ける。NGOは彼らにもっと目を向けるべきだ。 
また紛争も考慮すべきである。食料確保のほかに、政治的な紛争もある。難民キャンプに移る

人たちが薪を集めたりすることも、環境に悪い影響を与えることになる。 
かなりの数の人たちが、農村から都市部に移ってきており、同時に、高級住宅地に人が集中し

ている。その結果、貧しい人たちはより環境が厳しい地域に追いやられてしまっている。環境問題は貧

しい人たちによってもたらされているといわれるが、民間業者、製紙業者などに負うものが大きい。 
エネルギーの生産と利用についても考えたい。資料や農薬の価格の高騰、大手企業の漁獲量の

増加などによる食料の確保の困難性、沿岸地域の侵食なども問題である。 
遊休の土地も問題だ。本来は使用可能な土地であるが、使用されないので資源が劣化している。

工業排水の影響も多い。小規模農家は無視されがちで、彼らの農法には持続性がない。 
さらに問題なのは、景気後退である。それにより、不法な開発、不法伐採、密漁などの傾向が

表れてくる。また、活動家である NGOは、ある地域へのアクセスを一切禁止するなどの極端な提案を
することがある。 

結論として、本当の解決策は何か、対象として農村ばかりを考えていてよいのか、注目点が正

しいのかを考えるべきだ。また、行動をとらなくなる危険性も恐れるべきであり、包括的にものをみる

こと、連携をすることも重要である。 
現在、NGO の関心はささやかなことに向けられており、必ずしも全体をとらえられていない。

ほとんどの NGOは水力発電に反対しているが、すべての水力発電が環境へ大きな問題を起こすのかど
うか考えるべきだろう。地域の電化割合も考慮する必要があり、大きさが 60MWでも 1000MWでもな
んにでも反対するのはおかしいのではないか。 

加えて、スラムのように見落とされるところも多い。例えば、UN事務総長はスラムの一体を
先日視察した。貧富の格差も進んでいる。豊かなところのまわりには、スラムがある。スラムにもっと

注目すべきだ。 
最後に、私たちが主張していることの何が正しいのか、みなさんと一緒に考えたい。注目すべ

き分野が環境や気候変動にもたらす影響について考えたい。 
 

 
２．「アフリカにおける気候変動と貧困・開発問題のつながり」 

パパ・ンジャイエ  第三世界環境・開発アクション（ENDA）  

政策提言担当プログラム・オフィサー 

 
まず、シンポジウムの主催者に感謝します。 
本日は、アフリカの貧困と開発の関係についてお話ししたいと思う。アフリカ大陸は様々な問

題を抱えている。貧困、腐敗、病気などがそれに含まれる。大陸としてこれだけの問題を抱えており、

世界で最も貧しい大陸である。サブサハラ以南の人口の半分は、貧困の中に暮らしている。収入は 30
年前より低下している。また、エイズの問題もある。一部の国では 10人に 4人がエイズに感染してい
る。さらに、平均余命が短くなっている。これが、50年続いた開発ゲームのなれの果てである。 
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アフリカでは環境と貧困が絡んでいる。専門家によると、アフリカは気候変動によって影響を

受けやすい。気温が上がると、地球の平均より 2倍の影響を受ける。干ばつや洪水などがその例である。
2080年までに、気候の変動により、さらに 8000万人が飢餓に見舞われる。この多くがアフリカの人口
であるといわれている。特に、農業に関わる人は、生態系に依存して生活しているため、気候の変動に

よって生態システムに影響があると、その人々の生活や食料に脅威を与えることになる。また、地球の

変動によって洪水の危険もある。そうなると、病気の蔓延につながる。南アフリカでは、マラリアの感

染地域が増えており、750万人が影響を受けるといわれている。そうなると、経済にも影響が出てくる。
WHOの推定によると、開発途上国の国民の 8割の健康管理は、植物に頼っているため、生態系の変化
は大きな影響を与える。 

次に農業について。アフリカの GDPの 30％は農業であり、それは全体の輸出から利益の 50％
を占めている。また国民の 7割が農業に頼って生活している。この人々の生活は、降雨量に依存してい
るため、気候が変動すると、人々の生活に大きな影響が与えられる。 

気候変動は、様々な影響をもたらす。気温の上昇によって、害虫が増え、作物の収穫量が減る。

また、気温上昇のために水が入手し難くなる。特に、南部アフリカで水が減少するだろう。するとさら

に気温が上昇する。そして、アフリカ全土で干ばつが増え、土地が痩せ、土地の豊かさが減るだろう。

家畜の生産性も減り、飼料が得られなくなる。生物を媒介とする伝染病も増えるだろう。そして、農業

における人的資源も得られなくなる。さらに、北部においては、農業に向かないような乾いた土地があ

るが、ここではさらに砂漠化が見られるだろう。サハラ、サヘル地域では砂漠化が進む。アフリカの北

東部では、雨が降る時期が短くなる。ブルーサハラでは雨が減る。東部や中部でも農業に向かなくなる

地域が増えるだろう。西部では乾季が長くなり、海面上昇によって塩害が増える。南部でも、湿地が減

り、生態系に影響を与える。 
アフリカには支援が必要である。気候の変動に順応する力を与えなければならない。気候の変

動に適応するための支援が必要である。貧困の問題を軽減し、小規模農家が気候変動の影響を最小限に

しなければならない。アフリカは制度も財政も弱い。アフリカは気候変動への脆弱性が高く、農業や漁

業に大きな影響が与えられる。生産のすべてのセクターに影響が与えられる。アフリカの農業にどのよ

うな影響があるのか、よりよく理解する必要がある。 
 
 
３．「アジアにおける気候変動：論点と課題」  

アンチャ・スリニヴァサン（財）地球環境戦略研究機関（IGES） 

気候政策プロジェクト上席研究員／マネージャー 

 
アジアにおける気候変動は、大きなトピックであるので、ここでは省略する。本日は、5 つの

問題と課題についてお話しする。気候変動の問題は、非常に大きな注目を集めており、一昨日には IPCC
（Intergovernmental Panel on Climate Change：気候変動に関する政府間パネル）がノーベル賞を受
賞した。 

まず、気候温暖化が第一の議題である。近年、気候変動の影響が大きくなっていることは、IPCC
によって明らかにされている。第二に、世界に占めるアジアの温室効果ガス排出量の割合が増加してい

ること。第３に、現在と過去のプロジェクトの影響が近年、顕著になってきたこと。第 4のポイントは、
アクションを取らない時のコストは、取るときのコストよりも大きいこと。そして、アジアの途上国で
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は気候変動についての優先度が低いことである。そこで、課題となるのがアジアの途上国での開発であ

る。気候変動をどのように開発に反映するのかが課題である。また、先進国では市場メカニズムが発達

しているが、途上国でははまだまだ発展していない。適応も非常に重要な課題である。アフリカ同様、

アジアでも地域戦略が必要であろう。炭素排出量をどう提言するのかが問題である。 
IPCC によると、気候温暖化の現象は確実である。氷河が溶けるなど、極端な気候変動が起こ

っている。過去 12年の間、11年は史上最高に気温を記録した。平均気温は時間とともに上昇率が早く
なっている。過去 50 年間でその上昇率は顕著である。雨量が増えていることも注目すべきだ。大雨の
現象が増えており、土壌の流出や海面の上昇も起きている。毎年、21mmほどの海面上昇があり、それ
はほとんどの途上国に大きな影響を与える。海面上昇から国を守るためには、大量の資金が必要である。

アジアが最も大きな影響を受けるといわれている。また、90年代の初めから、氷河が溶けており、グリ
ーンランドでも過去 20年で、氷河の溶ける速度が速まっている。 

温室効果ガスの排出量については、アジアの排出量が増えている。産業革命以降、その増加率

は顕著である。二酸化炭素の排出量は過去 50年の間で爆発的に増えている。過去 25年では、70％の増
大。2005年から 2030年には、さらに 25％から 50％増える可能性がある。アジアに占める世界の温室
効果ガスの排出量の割合も増えている。炭酸ガスの空気中濃度を下げることが目標になっており、経済

力に関わらず、その対応は必要である。途上国では人口増加のために、その排出量が増えている。 
途上国でも先進国でも、アクションを取ればなんとかして気候変動を安定化できるかも知れな

い。それも望ましいレベルではないかもしれないが。途上国では一人当たりの排出量は少ないが、人口

が多い。186のアジア太平洋地域の調査では、被害が出ることが明らかになっている。IPCCによると、
途上国での飢餓での被害が増大するといわれている。また、30年以内にサンゴが消えるなど、沿岸の生
態系にも大きな影響がある。 

アクションを取らない方が、取る時よりもコストが高いことも注目すべき点である。少しずつ

ではあるが、対応がされているのは良いニュースだ。例えば、2007 年には、中国において気候変動に
ついての新しい活動部門が作られ、インドでも新しい部門が設置された。地域的な取り組みはされてい

るが、まだまだ活動の余地はある。全地域的な活動や計画も立てられている。午後の議論のテーマとし

て、気候変動を開発の課題に取り入れることが大切である。 
これからの気候変動に関する話し合いでは、エネルギー政策も考慮すべきである。アジアの開

発に関する配慮事項も含まれるべきである。気候に優しい開発が必要だ。気候問題を開発政策でサポー

トするための資金メカニズムも必要である。 
アジアの最貧国は、CDM（クリーン開発メカニズム）のプロジェクトはほとんどないので、

均等な配分が必要だ。そのためには、CDM が 2010 年以降も続くという宣言が必要だろう。多国籍金
融機関も 2012年以降の CDM の財政処理をする必要がある。地域的な格差を提言する必要がある。小
規模な CDMに当てる必要があるだろう。直接投資は大きな国に焦点が当てられているが、均等化され
る必要がある。現実的で具体的な CDMの仕組みが必要だ。評価も不十分である。気候変動の対応で最
も大切なのは、サブ地域での対策である。適応は重要だが、アジア諸国ではそれを無視している。日本

は、ナショナルコミュニケーションの中では、適応に関して 0.5ページしか言及していない。気候変動
への認識は、アジア全体で低いことが分かる。必要な資金と実際に出されている額が大きな差があるこ

とも分かっている。 
技術については、炭素を多く使う技術を使わないことが必要である。そのためにはより多くの

資金が、グローバルな対応として必要である。 
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今後、国際的な協力が不可欠だ。win-winの可能性は多くあるが、まだそれが実現されていな
い。先進国が技術面・資金面でリードする必要がある。途上国での温室効果ガス問題について提言が出

される可能性は高いが、技術が不十分なため、先進国がお金と技術を提供することが必要だろう。そこ

でも日本がリードを努める必要があるだろう。気候変動の意識を高めることが必要。日本ではその意識

が高いが、他のアジアの国ではまだ低いのが現状である。 
 
 
 
４．「南アジアの貧困問題～人権の視点から」 

アニル・シン   社会と農業開発のための南アジアネットワーク（SANSAD） 

事務局長  

 
南アジアの貧困について、人権の観点から話したい。ここで、いくつか問いかけをしておきた

い。これほど多くの科学技術などが発展しているのに、なぜいまだに貧困はあるのか。答えはないだろ

う。 
世界の経済は、シャンパングラスのような形をしている、すなわち、富めるもの 20％が世界の

資源の 80％を持っている。私たちの調査によると、140カ国以上をあわせたときに持っている資金のほ
うが、51の企業が持っている資金のより少ないのである。 

なぜ、貧困がサハラ以南のアフリカと南アジアに集中しているのか。資源の不平等か、世界銀

行などが悪いのか。考えなければならない。 
南アジアの話に移りたい。1日あたり 2ドル以下で過ごしている人が、バングラデシュやイン

ドでは非常に多い（約 80％）。アメリカや EUで、家畜１ドルあたり、2ドルの手当てがあることをご
存知だろうか。私たちは、家畜以下なのだろうか。 
なぜ、南アジアはこのように特徴的なのか。大部分の人たちが、農業に携わっている。農業の生産性

は下がっていない、しかし投資が減っている。GDPの 2％未満しかされていないのである。ここで、政
策の問題になるのである。 

世界どこにいっても、インドほど農業が中心のところはない。しかし、自殺率は高い。土地は

あるが、自殺しているのである。それは、私たちの政策立案者が農業を多角化しろというのに従って農

業を多角化した結果、農民が失敗すると他に行くところがなくなってしまっているからである。 
では、飢餓はどうか。2015 年までに貧困を半減させるとミレニアム開発目標（MDGs）は述

べているが、いま食べるものがないのに、2015 年までに生き延びられるのか。その前に死んで、自動
的に半減してしまう。これに署名をした政治家は恥ずかしくないのか。 

貧困はいかに定義されるべきなのか。貧困とは、消費パターンなのか。ガンジーは、ほんの少

ししか消費をしていなかった。彼は、この定義でいくと、貧困であるといえる。しかし、彼は政治的文

化的に力をもっていた。この定義は間違っているのではないか。我々の地域の人たちが貧しいとされる

のは、我々をこのような定義に当てはめているからなのである。例えば、気候変動のことを、このよう

に考えたい。誰がこのような状態をつくったのか。途上国か。先進国か。なぜ、途上国が先進国の穴埋

めをしなくてはならないのか。先進国が資源を枯渇させたのだから、先進国が動くべきである。 
貧困はなくすことができるのか。私は可能だと思う。問題は、誰が何をするか、である。では、

各々がどのような役割を果たすべきなのか。 




